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　政府は、医療ＤＸの推進に向け、電
子処方箋、電子カルテ情報の標準化、
診療報酬改定ＤＸを骨格とした各種施
策を実現し、必要な時に必要な情報を
共有・交換できる「全国医療情報プ
ラットフォーム」を構築する準備を進
めている。そのような中、薬局は“薬
を渡す場所”から“地域における健康
管理の中核プラットフォーム”への進
化が期待されている。
　同社ではこの大航海時代を乗り切る
ため、薬局・薬剤師の未来への羅針
盤となれるようなサービスとして、
次世代コミュニケーションサービス
「AnyCOMPASS」を立ち上げている。
その第一弾としてクラウド版電子薬歴
サービスを昨年６月にリリースした
が、本学術大会の展示ブースでは「薬
局大航海時代 第二章～ＡＩと進む未
来の薬局～」をテーマに掲げ、生成Ａ
Ｉの活用を紹介する。
　2023年以降、生成ＡＩ技術は目覚ま
しい速さで進化しており、ヘルスケア
領域でも薬剤師の業務効率化、精度向

上の観点での活用が期待されている。
その流れを受けて同社では、電子処方
箋を中心とした医療ＤＸへの対応な
ど、さらなる変化の波が押し寄せる
「薬局大航海時代」を乗り切るために、
生成ＡＩを活用した服薬指導・薬歴作
成のためのＡＩアシスタント機能を開
発した。
　ＡＩアシスタントは、指導内容デー
タベースや過去の指導実績を学習し、
生成ＡＩを活用することで患者さんに
合った指導内容をアシストする。また、
患者属性情報、患者基本確認情報、処
方内容、及び患者さんと薬剤師との会
話情報から生成ＡＩを用いてＳＯＡＰ
形式の薬歴を自動生成することで、薬
歴記載業務の効率化を実現（特許取得
済み）。クラウド版電子薬歴サービス
のコンセプトである「しっかり」「ス
ピーディー」「つながる」をさらに強
化しており、本大会で参考出展する予
定である。今後、在庫管理や経営分析
などの本部機能を「AnyCOMPASS」
ブランドとしてさらに充実させ、ＡＩ

を積極的に活用していく計画だ。
　同社は、過去35年以上にわたって薬
局向けシステムの開発や販売を手がけ
てきた。同社が提供する保険薬局向け
システム「調剤Melphin/DUO」シリー
ズは、処方箋受付をはじめとした保険
薬局の業務を幅広くカバーしている。
さらに、保険薬局に特化したＰＯＳシ
ステム等、多彩な周辺システムをライ
ンアップし、薬局業務をトータルにサ
ポートしている。
　また、同社は三菱電機グループの電
子署名技術を活用した署名サービスも

手掛けている。
　ＨＰＫＩカードを利用して署名を行
うローカル署名をはじめ、クラウド上
の証明書を用いて署名を行うリモート
署名（ＨＰＫＩカード、モバイルデバ
イスやマイナンバーカード認証）にも
対応しており、医療ＤＸの基盤を支え
る電子処方箋の展開にも貢献している。
　薬局・薬剤師への期待の高まりと共
に薬局の業務領域は拡大の一途を辿っ
ているが、製品やサービスの提供を通
して、薬局の変化をサポートしていく
考えだ。

三菱電機IT ソリューションズ「AnyCOMPASS」

　ＡＩと進む未来の薬局

　薬局での個人宅や施設への在宅医療
業務が広がる中、服薬コンプライアン
ス向上につながる薬の一包化調剤が求
められている。調剤ロボット、機器、シ
ステムや電子カルテシステムを販売
するユヤマでは、ユニバーサルカセッ
ト（ＵＣ）に薬品を投入して払い出しが
行えるコンパクトな錠剤専用分包機

「MINDOSE-8（ミンドーズ エイト）」の
販売を８月末から開始した。
　従来型の錠剤分包機は１薬品を事前
に充填して使用する固定型の錠剤カ
セットが100個以上搭載されているた
め、本体サイズが大きくなることが多
い。対してミンドーズ エイトは本体
幅60㎝×奥行55㎝×高さ123㎝の小型
な錠剤専用分包機。一包化業務はある
が、大型の錠剤分包機を使用するまで

もない施設、散薬分包機で手撒きの対
応をしているが、手撒きの効率化を考
えている施設などにメインまたはサブ
機として活用を勧める。
　同品には固定型の錠剤カセットは装
備せず、ＵＣ８個と手撒きアダプター
を搭載している。ＵＣは固定型の錠剤
カセットとは違い、様々な種類の錠剤
を１つのカセットで分包できる同社独
自の可変型錠剤カセット。薬品ごとに
ＵＣにまとめて投入するだけで、様々
な薬品の形状に合わせて払出口の形状
が可変し、安全・確実に分包すること
ができる。採用薬の増加にもフレキシ
ブルに対応し、薬剤師の省力化・調剤
過誤防止に役立つ。
　一包化までの工程は、ミンドーズ 
エイトが処方データを受信するとＵＣ

前面部に付いた電子ペーパーに薬品名
や錠数、患者名などが表示される。次
に、その情報どおりにＵＣに対象の薬
品を投入するのだが、ＵＣに投入する
薬品は、投入前にＧＳ１コード（ＰＴ
Ｐシートや医薬品箱にあるコード）
を分包機のリーダーで照合する必要が
ある。照合を行って初めてカセットの
ロックが外れるようになっているた
め、誤って異なる薬品を投入してしま
うのを防ぐことができる安心設計だ。
ロックが解除されたらＵＣを取り出
し、分包に必要な薬品数をまとめて投
入。最後にＵＣを本体にセットし直す
と分包が開始される。３つ先の処方ま
でＵＣへ割り当てされるので、薬品投
入作業をまとめて効率的に行える。
　オプション機能も充実している。
１／２錠にカットした錠剤を投入して
払い出すことができる半錠対応ＵＣや
手撒きマスの６色ＬＥＤガイド表示、
自動４色ペンライナーも搭載が可能だ。
　第57回日薬学術大会付設薬科機器展

示会では、一包化に特化した新たな錠
剤専用分包機「ミンドーズ エイト」をは
じめ、安全性や効率アップに貢献する
最新の調剤機器を多数展示する予定だ。
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